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 ほぼ 1 年前の本欄では，人工知能（AI）は人類最悪にして最後の発明として，特に AI 自身が生み出
す AI は人類を滅ぼす恐れがあることを論じた書籍を紹介した[1]。さらに，株取引における AI の導入が
勢力的に行われている現状も紹介した[2]。本書は，AI の違う側面として，AI について誰もが思うので
あるが，AI に仕事を奪われるのではないか，奪われるとすればどんな仕事なのか，奪われない仕事は何
かを論じたものである。本書には「2001 年宇宙の旅」に出てくるコンピュータ HAL[3]を始め，宇宙
に関連する話もいくつか書かれており，本欄への相応しさが増すと思われた。 
 本書著者のトーマス・H・ダベンポートは，バブソン大学経営・情報テクノロジー特別教授，国際分
析研究所の共同設立者，マサチューセッツ工科大学デジタル・ビジネスセンター特別研究員，デトロイ
トアナリティクスの上級顧問でもある。また，バブソン大学，ハーバード・ビジネススクール，ボスト
ン大学の管理者向けプログラム解析やビッグデータ処理の講師を務め，17 冊の著作があるということ
である。また，共著者のジュリア・カーピーは，ハーバードビジネスレビュー誌の寄稿編集者である。 
 本書は，19 世紀初頭に起きた機械打ち壊し運動のラッダイト運動の記述で始まり，かつラッダイト
の誤謬といわれるように，結果的には自動化で仕事がなくなるというよりむしろ仕事が増えるという方
向に進んだということが記述されている。次に，仕事に就くためにかなりの勉強が必要な知識労働者の
仕事の多くの部分は自動化システムにより実行できるとしている。事実，大学から輩出される高技能労
働者の需要は 2000 年頃をピークに減少しているということである。こうなると以前紹介した「機械と
の競争」[4]に勝つ方法がないという暗澹たる気分になるが，何とか光明を見出したいというのが本書執
筆の動機だということである。 
 仕事を知的コンピュータに奪われる兆候として，基幹作業を担える自動システムがあること，また，
人・ものとの接触があまりない仕事，内容を伝えるだけの仕事，複雑でない内容の分析の仕事，データ
を基に疑問に答える仕事，計量分析，コンピュータ上でシミュレーションのできる仕事，明確な秩序だ
ったルールがある仕事などが自動化されるので，こうした仕事にのうのうとしているといずれテクノロ
ジーに飲み込まれてしまうと警告している。 
 人間の強みとは何か。まず 1950 年代にノバート・ウィーナーの人間機械論[5]において，機械には
できない人間の特性として創造性と精神性があることが挙げられている。また，人間の脳が自動システ
ムより優っている点は幅の広いことである。ただ，知的能力も明確化されてしまえば，いずれコンピュ
ータができるようになってしまう。それではどうすればよいか。ここで本書著者は，コンピュータによ
る「自動化」ではなく「拡張」を提案している。理由は，「自動化」では労働者がコンピュータに職を
奪われるイメージが強いが，「拡張」はコンピュータにより人間の弱みや限界を見つけ補い，仕事が「拡
張」されると考える方が，展望が開けるからだとしている。詳しくは本書を参照して欲しいが，機械と
ともに働く方法を拡張として整理するのに便利な概念として，自動システムの上をいく仕事（ステッ
プ・アップ）, 機械にできない仕事（ステップ・アサイド）, ビジネスと技術をつなぐ仕事（ステップ・
イン）, 自動化されない専門的仕事（ステップ・ナロウリー）, 新システムを生み出す仕事（ステップ・
フォワード）という５つのステップで説明している。特に，ステップ・アップでは大局的に考えられる
のは人間ならではの仕事と指摘している。また，ステップ・アサイドでは人間の特徴である抽象的な論
理的思考，即ち，記号や概念の生成，雑多なアイデアの関連付け，知的シンボルの使用などの抽象的思
考であるとしている。さらに本書では，詳細は省略するが，この拡張を実行に移す７つのステップを提
案している。 
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 本書の終章では技術だけでなく社会政策の分野も大切であると書かれている。理由は，産業革命の結
果として多くの中産階級が生み出されたということで，これは技術によるものだけでなく，社会政策と
して児童労働法，最低賃金法，労働組合保護法などの法律の整備によるものだということである。従っ
て，AI についても留意すべきで，拡張のためには法整備や教育が必要だとしている。特に，教育の重要
性について記述されている。AI の導入により当然教育の内容も変わっていく筈だとし，これまでの学校
の年間日程さえ変わる可能性もあるとしている。現在の学校の年間日程は，農家が夏場に子供の労働力
を必要とした時代，あるいは宗教行事が何より尊重された時代から受け継がれた，過去の遺物でしかな
いからである。また，所得格差を増大させないために必要最低限の収入（ベーシックインカム：BI）を
保証する政策のことが述べられている。ただ，本書著者は BI には反対する見解を持っている。その理
由は，第１に，仕事にはそれ自体，生活の意義を見出す手段としての価値があること。第２に，いい仕
事に就くことが望ましいからである。フロイトも「愛することと働くこと，働くことと愛すること，あ
るのはそれだけだ」と述べているという。働いていない人はあまり幸せではない。そんな人を幸せにし
たければ，どんな補償をするよりも，仕事に戻したほうがいいという。なお，この話題は 2017 年のダ
ボス会議でも取り上げられ，BI について言及されている[6]。 
 いずれにしても，人工知能の台頭によって，私たちは今世紀最大の難問に直面している。この難問の
中心にあるのが，未来の人間の仕事の確保である。前述したように，テクノロジーの進歩によって，労
働者は常に職を奪われてきた。しかしそれと同時に，奪われた職の数を上回る新しい雇用の機会に恵ま
れてきた。しかし，知識労働の領域にまで自動化が迫ってきた現在の状況は，これまでとは事情が異な
るようだ。こうした不確実な状況に直面して，ただ成り行きを見守り，うまくいくように願うだけでは
いかにも頼りない。拡張は，自動化に対抗する手段となる。人間には，世界にプラスの影響を及ぼす力
がある。脅威を取り除くには，機械の仕事に価値をつけ加えると同時に，自分の仕事にも価値をつけ加
えることである。人間と機械の力を組み合わせれば，それぞれの職場もこの世界も，かつてないほど過
ごし易い場所にできるのだと締めくくっている。 
 本書には， AI の具体例がいくつも示されているが，我々日本人には馴染みの薄い人物の話が多いの
で，なかなか実感が湧かない。ただ，FRB元議長のバーナンキが仕事を辞めた直後に住宅ローンの借り
換えを申請したが，AI による審査により拒否されたとか，フロリダ州高校３年生が 99%の確率で悪性
ガンを特定する乳がんの良性・悪性判断検査方法を開発した話，1608年にオランダのレンズ職人が子
供の遊びから偶然望遠鏡の実現になった話など面白い話が含まれている。 
 本書に関しては，文献[7]の書評も参考になることを加筆したい。また，人工知能は敵か味方という観
点[8]や経済的観点[9]も出版されており，順次個々に取り上げたいと思っている。 
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